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２００９年 の日 ロ経 済 関 係 を展 望 する 
 

 
ロシアNIS経済研究所 所長 

遠藤 寿一 

はじめに 

 1990年代も後半になると、21世紀はどのような世紀になるかを予言するような論文が多

くなり、資本主義の未来はあるかなど活発な議論が高まっていた。 

 冷戦構造の崩壊、ソ連邦の解体から米国の一極支配が続いてきたが、この先どうなるか、

先進国に代わって新興国の勢力が21世紀の世界の実質的リーダーになるといった話題が俎

上にのっていた。21世紀もスタートして８年が過ぎ、今回の金融危機から始まった世界同

時不況は100年に一度と言われているように、過去の常識を覆すような未知の世界に人類を

導く大転換期となる予兆なのかもしれない。 

 本稿では、世界経済のこのような厳しい環境を踏まえながら、ロシア経済の現状と見通

しについて概観し、そのうえで2009年の日ロ経済関係を展望することとする。 
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